
1.売上高の状況   (単位:億円)
98年度(実績) 99年度(実績) 増減率(%) 2000年度(予想) 増減率(%)

ｿﾌﾄｳｪｱ・ｻｰﾋﾞｽ 9,272 9,343 0.8% 10,100 8.1% 
    国内 9,145 9,248 1.1% 10,050 8.7% 
    輸出 126 94 25.7% 50 47.0% 
情報処理 14,983 14,570 2.8% 14,850 1.9% 
    国内 11,167 11,233 0.6% 11,300 0.6% 
    輸出 3,815 3,336 12.6% 3,550 6.4% 
通信 5,180 5,723 10.5% 6,100 6.6% 
    国内 3,629 3,621 0.2% 3,850 6.3% 
    輸出 1,551 2,102 35.5% 2,250 7.0% 
電子デバイス 2,475 2,875 16.2% 3,950 37.4% 
  (うち半導体) (2,250) ( 2,698) (19.9%) ( 3,750) (39.0%)
    国内 1,585 1,989 25.4% 2,800 40.7% 
    輸出 889 886 0.4% 1,150 29.8% 
合計 31,911 32,512 1.9% 35,000 7.7% 
    国内 25,528 26,092 2.2% 28,000 7.3% 
    輸出 6,383 6,419 0.6% 7,000 9.0% 

2.研究開発費    (単位:億円)
98年度(実績) 99年度(実績) 増減率(%) 2000年度(予想) 増減率(%)

3,294 3,390 2.9% 3,300 2.7% 
売上高比 10.3% 10.4% 9.4% 

3.設備投資・減価償却費    (単位:億円)
98年度(実績) 99年度(実績) 増減率(%) 2000年度(予想) 増減率(%)

ｿﾌトｳｪｱ・ｻｰﾋﾞｽ 164 195 18.7% 300 53.5% 
情報処理 336 326 2.9% 400 22.5% 
通信 185 204 10.5% 300 46.7% 
電子デバイス 244 329 35.0% 650 97.1% 
 (うち半導体) (234) (324) (38.5%) (550) (69.8%)
全社共通※                  74 100 34.8% 50 50.4% 

設備投資合計 1,005 1,157 15.1% 1,700 46.9% 

減価償却費 1,298 1,160 10.7% 1,350 16.3% 
※一般管理部門等、配賦不能な設備投資額

4.退職給付会計導入による積立不足額の処理

（1）　割引率＝3.0％

（2）　積立不足額　（2000年度期首） （単位：億円）
単 独 国内子会社 計

PBO 9,800 6,000 15,800
積立不足額 4,200 2,400 6,600

(3)  積立不足の処理 単独 一括償却。同時に有価証券信託を設定。
国内子会社 10年で償却。

5.有価証券の含み益（単独) （単位：億円）
1999年3月末 2000年3月末 増 減

含 み 益 合 計  10,755  24,003  13,248 
（うち関係会社） ( 10,185) ( 22,902) ( 12,716) 

II. 単独
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